
今日も一日頑張った。赤い光は一日の終わりを告げると共に、

細胞レベルでの修復作業を開始する信号として使われている。

（出典:https://www.genesisredlight.com/）

1.赤色光と近赤外光の光子が、光受容体であるシトクロムcオキ
シダーゼ（電子伝達系の複合体Ⅳ）に当たると、ミトコンドリ
アにおける酸素利用能が高まるため、ATPの産生量が増加する。

2.ホルミシス効果によって、細胞の持つ抗酸化や抗炎症のシス
テムが構築される。

（出典:https://www.genesisredlight.com/）

<作成：stnv基礎医学研究室> （出典:https://www.genesisredlight.com/）
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